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研究成果の概要（和文）：本研究は、「他者とつながる」経験を支える幼児教育・保育実践のあり方を明らかに
し、その効果を就学後の間主観的知性との関わりで検討することを目的とした。集団保育施設及び小学校での観
察から、保育者による支えと仲間との関係性の蓄積があり、文脈・状況を共有する幼児期の集団は、情動的共鳴
が起こりやすいこと、幼児は共同体内の重層的なネットワークのやりとりを通じて、仲間の態度や反応の意味を
感じとるように方向づけられていることがみえてきた。さらに、共にある活動のなかで ”わたしたち、みんな
の”情動経験を共有している子どもは、対人的な安全感を持ち、就学後に他者と協働することに肯定的な構えを
持つことも示された。

研究成果の概要（英文）：This research aims at clarifying specific mechanisms of early childhood 
education supporting the competency of connecting with others, and examining their impact on 
intersubjective intelligence in elementary schooling. The observation at preschool facilities and 
elementary schools revealed the following. First of all, in the early childhood peer group, there is
 accumulation of the support by the teachers and the relationship with peers. And the group sharing 
the context was found to be susceptible to emotional resonance. It seemed that children are oriented
 toward sensing the meaning of their own and peers' reactions through a multilayered network of 
exchanges. Furthermore, it was also suggested that the early childhood experience of responding to 
the peers' emotions in activities undertaken together is associated with children's tendency to feel
 a sense of security and positively grasp possibilities of their own and of others in the group 
activity setting of an elementary school.

研究分野：発達心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
幼児が「他者とつながる」こと、つまり他者と「通じ合う」感じを持つことについては、これまで他者視点取得
やソーシャルスキルといった対人関係能力に関わる個人要因、あるいは孤立を生み出しやすい環境要因から論じ
られてきたが、近年、関係論的な分析の重要性が指摘されている。本研究では、「他者とつながる」経験を、相
手とともに創り出しているプロセスと捉えて、その過程で重要となる要因を質的に分析した。幼児期から児童期
をまたぐ観察事例によって、「他者とつながる」力を育成する保育実践の実際を可視化し、「他者とつながる」
経験が就学後の集団活動場面の参加過程にどのようにつながるのかについて具体的なデータを示した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

日本の子どもの孤独感は他の先進諸国に比べて高いという国際比較調査や、国内の学校現場
の調査でも、依存したり相談したりできる相手が見つからず、自分の居場所がないように感じ
ている子どもが増えているという報告など、子どもの対人的な適応感の低さを示す調査結果は
多い。教育現場で子どもの対人的適応感を高め、意欲的に学ぶ教育環境をつくるために、就学
前教育において「他者とつながる」基礎力の育成を目指す必要がある。 

他方で、近年、学びの連続性をめぐる議論から以前にも増して幼児教育・保育の質が問われ
ており、幼児期に「他者とつながる」力を育成することが就学後の育ちとどのようにつながる
のかについて、幼児期から児童期をまたぐ検証が求められている。 

 

２．研究の目的 
本研究では、幼児教育・保育施設及び小学校現場の観察事例をもとに、 1) 初期の集団教育・

保育現場で、幼児は他者と「つながる」感覚をどのような文脈で得ているのか、2) 幼児が「他
者とつながる」ために、保育者はどのような支援を行っているのか、3)「他者とつながる」経
験は就学後の「間主観的知性」と呼ばれる関係性の中で発揮される知性に関連するのか、につ
いて明らかにすることを目的とした。   

 

３．研究の方法 

(1)観察のフィールド 
附属幼稚園 Aと市立認定こども園 O の年中・年長クラス、附属小学校 Bの 1年生クラスを研

究フィールドとして、観察及びインタビューを実施した。観察は、幼稚園・認定こども園では
午前の活動を中心におおむね月に 2～3 回、小学校では 1年生の「生活」の時間に不定期に行っ
た。1 年目の全体的観察期には、1)幼児は他者と「つながる」感覚をどのような文脈で得てい
るのか、2) 幼児が「他者とつながる」ために保育者はどのような援助を行っているのか、に関
係すると思われる事例を広く収集し、2 年目以降、観察場面と観察対象を焦点化した。具体的
には、保育活動に織り込まれている「行事」は子どもが出会う通過儀礼の典型であり、文化実
践への参加に本質的である（Rogoff, 2003）とされることから、そこで取り交わされる言語・
非言語的コミュニケーションに着目して、幼児が「他者と通じ合う」関係性や文脈を記述する
ようにした。表 1に示すように、幼児教育・保育施設の焦点的観察では行事を核としながら保
育実践の時間軸に沿って事例を収集した。3年目には、主たる観察フィールドを小学校に移し、
前年度の焦点観察対象児が「生活」等の集団活動場面で仲間や教師とどのように相互作用する
のかについて事例を収集した。 
(2)記録方法 
観察では、子どもの行為・発話や相互作用といったマイクロな次元に着目するマイクロ・エ

スノグラフィーの手法を採用し、子どもの自然な言動をそれが生起した文脈ごとに記録した。
また、観察と並行して保育者や教師にインタビューを実施し、実践の内容と心に残った出来事
について語ってもらい、得られた語りと提供された資料等をもとに、観察事例の肉付けを行っ
た。さらに、後日改めて事例記述を保育者や教師に読んでもらい、違和感が無いか、あるいは
再び想起されることや俯瞰的に気づくことなどについて語ってもらい加筆修正を行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．研究成果 
(1) 附属幼稚園 A と市立認定こども園の、いずれのフィールドにおいても、行事に向かう相互
作用のなかで、保育者が個々の幼児の情動調整をしながら幼児の参加状態を改善しようとする
“お膳立て”の試みがみられた。また、そのような保育者の支えのもとで、幼児が「十全の参
加者」になっていくとき、一部の参加者の情動が参加者みんなのものとして表出されることが
あった。それは、ある幼児と他者の間で同一化（identification）が与件となって情動模倣が
それぞれ生じたというような二者間の過程に終始するものではなく、それまでの経験の蓄積の
なかで“わたしたち、みんなの”情動に応答していく枠組みが共同体のなかで構成されつつあ
ると仮定された。そして、幼児期に共同体の「共にする、共にある」活動をとおして、繰り返
し”わたしたち、みんなの”情動経験を共有している子どもは、そのような経験の乏しい子ど
もに比べて、対人的な安全感を持ち、就学後に他者と協働することに肯定的な構えを持つこと
も示された。 
 本研究で収集した事例からは、保育者による支えと仲間との関係性の蓄積があり、文脈・状
況を共有する幼児期の集団は、情動的共鳴が起こりやすいこと、幼児は共同体内の重層的なネ
ットワークのやりとりを通じて、個々の心的状態を特定するというより、その状況全体として
仲間の態度や反応の意味を感じとるように方向づけられていることがみえてきた。さらに、共
にある活動のなかで “みんなの”情動に応答し合うような幼児期の経験は、就学後の集団活動
の場面で自他の可能性を肯定的に捉える傾向と関連することも示唆された。 
(2) 当初の計画通り、定期的に各フィールド園で収集した事例に関するカンファレンスを開催
して解釈の妥当性を複数の視点から検討したが、このことは個々の保育者の省察や実践知の共
有のきっかけとなる対話の場づくりにもなった。さらに、フィールド内にとどまらず、札幌国
際大学心理相談研究所公開講座の「保育と心理臨床合同セミナー」として、本研究フィールド
の事例を題材とするセミナーを開催することができた。研究期間中（2015年度から 2018年度）、
計 4回にわたり開催したセミナーでは、各回 80 名前後の保育者・教師・研究者・養育者・福祉
関係者らがそれぞれの現場の子ども理解や発達援助のあり方について議論し、自らの教育課題
について語り合い、相互理解を深められたことで、参加者の「他者とつながる」力のエンパワ
メントができたことも成果の一つといえる。 
〈引用文献〉 
①Rogoff, B.(2006). 文化的営みとしての発達―個人、世代、コミュニティ(當眞千賀子,訳)
東京: 新曜社. (Rogoff, B.(2003). The Cultural Nature of Human Development. Oxford 
University Press.) 
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